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東
洋
大
学
校
友
会
埼
玉
県
西
部
支
部
の

皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
校
友
会
な
ら
び
に

支
部
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
多
大
な
る
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
こ
と
に
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
度
は
、
全
国
一
多
く
の
校
友
を
有
し
て
い
た
埼
玉
県
支
部

が
東
西
に
分
か
れ
、
新
た
に
埼
玉
県
東
西
2
支
部
の
創
立
か
ら

二
十
年
の
節
目
を
迎
え
た
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
、
七
月
一
日

（
土
）
に
東
西
支
部
合
同
に
て
『
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
』
を

白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
に
て
挙
行
し
ま
し
た
。
矢
口

悦
子
学
長
、
油
井
貫
行
常
務
理
事
を
お
迎
え
し
、
役
員
、
会
員
の

多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
て
、
盛
大
に
開
催
で
き

ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
数
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
措
置
に

よ
っ
て
支
部
を
超
え
た
校
友
の
皆
さ
ま
と
の
交
流
が
疎
遠
に
な
っ

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
開
催
が
支
部
を
超

え
た
校
友
会
活
動
再
開
の
起
爆
剤
と
な
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

埼
玉
県
西
部
支
部
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
二
十
年
は
先
輩

方
の
ご
努
力
に
よ
っ
て
強
靭
な
基
礎
を
確
立
し
た
時
代
で
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
の
二
十
年
は
、
大
き
く
飛
躍
す
る
支
部
を
目
指

す
こ
と
が
私
た
ち
世
代
に
託
さ
れ
た
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
皆
さ
ま
方
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
つ
つ
進
め
て
ま
い
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
東
洋
大
学
校
友
会
埼
玉
県
支
部
は
2029
年
に
創
立
100
周

年
を
迎
え
ま
す
。
埼
玉
県
西
部
支
部
で
は
100
周
年
記
念
式
典
を
開

催
す
べ
く
、
2024
年
度
か
ら
5
ヵ
年
計
画
で
準
備
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
今
後
と
も
役
員
・
会
員
の
皆
さ
ま
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

支
部
長
あ
い
さ
つ

	

埼
玉
県
西
部
支
部
支
部
長	

岡 

部 

奈
緒
美

	

（
昭
57
年
卒
・
経
済
）

埼玉県西部支部20周年記念式典
2023.7.1　スカイホール
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	 	東洋大学校友会埼玉県西部支部だより

1，開会の辞	 埼玉東部支部副支部長	 緑川　輝彦
2，大学歌斉唱
3，挨　　拶	 埼玉西部支部長	 岡部奈緒美
4，来賓祝辞	 東洋大学常務理事	 油井　貫行
	 	 東洋大学校友会長	 神田　雄一
	 	 東洋大学甫水会長	 金沢　篤史
5，来賓紹介	 埼玉東部支部代議員	 渡部　俊彦
6，20 年の歩み	埼玉西部支部副支部長　中村　義次
	 	 埼玉東部支部副支部長	 黒井登紀雄
7，閉会の辞	 埼玉西部支部副支部長	 橫山　　清

第二部　記念講演      15：00 ～ 16：00
　 司会進行	 埼玉県西部支部	 岡部　和雄

・演題　「東洋大学の今」
―社会教育に取り組んだ学祖井上円了先生の

精神を受け継いで―
・講師	　東洋大学長　文学部教授　矢口悦子先生
・講演内容

1，井上円了先生の生涯と社会教育への取り組み
①教育の対象は民衆、その拠点は哲学館と哲学
堂、通信教育の取り入れ私立大学で初めて女
子学生受け入れ、妖怪博士、全国巡回講演
（5,291 回）
②向上門（真理を追究していく方向）と向下門
（それを社会や人々のために役立てていく方向）

2，東洋大学の今：井上円了先生の精神を引き継
いで
①余資なく、優暇なき人々のために
	 → 夜間部の維持、独立自活入試
②民衆教育としての全国巡回講演
	 → 生涯学習講座、講師派遣事業
③向上門と向下門
	 → リカレント教育、産官学連携
④世界を旅することで自文化を知る
	 → グローバル教育、日本語教育

3，未来に向けて歩む東洋大学
①他者のために自己を磨き、活動で奮闘する。
②未来を哲学する東洋大学としての各キャンパ
スの発展
③世界の人々と共に平和を築く・ウクライナか
ら留学生の受け入れ
④ 150 周年を見据えた東洋大学の発展

謝　　　　　　辞

埼玉県西部支部代議員　　桜庭　昌吾
ただ今ご指名を頂きました埼玉県西部支部の
桜庭昌吾でございます。大変恐縮ではございま
すが、矢口悦子　学長先生にひと言御礼を申し
上げます。
本日は公私ともに大変ご多用の中、私たち校
友会埼玉県西部支部、東部支部のために、お出
で頂き素晴らしいご講演を賜り、誠にありがと
うございました。大変有益なお話、示唆に富ん
だお話、そして、学阻　井上円了先生の教育の
源泉、民衆教育、妖怪博士では哲学する事で迷
信を退治したこと等わかりやすく学ばせて頂き、
感銘いたしました。リカレント教育やグローバ
ル教育など発展している母校　東洋大学	の現状
をお聞きして心から誇りに思いました。これか
らの校友会活動の励みにして参りたいと思って
います。
結びに、矢口悦子　学長先生の益々のご健勝
とさらなるご活躍をご祈念申し上げまして、御
礼の言葉とさせて頂きます。
本日は誠にありがとうございました。

敬称略
第三部　祝賀会      16：20 ～ 18：00
　 司会進行	 埼玉西部支部	 岡部　和雄

1，挨　　拶	 埼玉県東部支部長	 中里　繁夫
2，祝　　辞	 東洋大学前常務理事	 大熊　廣一
3，乾　　杯	 埼玉県西部支代議員	 長澤　政行
4，来賓の挨拶	他支部からのご来賓
5，アトラクション
①　演　　　舞　　　東洋大学応援指導部
②　シャンソン　　　今井杏羽子（城東支部）
④　尺　　　八　　　寺門隆夫（埼玉県東部）
6，中締め　 埼玉県東部支部事務局長	 南雲　啓二
7，閉会の辞

埼玉県東部支部・西部支部
創立 20周年記念式典実行委員会委員

西 部 支 部 	 中島　明男・佐久間義次	
	 岡部　和雄・岡部奈緒美
東 部 支 部 	 中里　繁夫・南雲　啓二	
	 伊藤　祐二・笹野　憲一
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	 	東洋大学校友会埼玉県西部支部だより

令和5年度　一般社団法人　東洋大学校友会

埼玉県西部支部総会の報告
日時 令和5年7月1日（土）午後1時より
会場 東洋大学白山キャンパス、スカイホールにて

〈母校　東洋大学白山キャンパス	 	
	 スカイホールでの総会開催〉
東洋大学校友会埼玉県支部の会員数増加により、
平成 16 年（2004 年）に埼玉県西部と埼玉県東部
に分割独立してから、今年でめでたく 20 年を迎え
ました。この良き節目に　校友会埼玉県西部支部と
東部支部合同による「創立 20 周年記念式典」を開
催する運びとなりました。、それに伴い　西部支部
総会も東洋大学白山キャンパス　スカイホールで盛
大に開催しました。神田雄一　東洋大学校友会長初
めご来賓が 12名、本会会員が 31名の出席でした。
当日、役員は8時45分に白山キャンパスに集合し、
必要物品をスカイホールに搬入して、会場設営を行
いました。横断幕の張り出し、長机、イス設置、等
記念式典会場と支部総会会場づくりと 12 時にはき
れいに完了しました。並行して白山キャンパスツア
ーも行われました。

〈西	部	支	部	総	会	の	概	要〉

次　　　　第
司会進行　（高野正史　理事）

敬称略
1，開会の辞		 （副支部長　橫山　清）
2，会長あいさつ	 （支部長　岡部奈緒美）
3，来賓祝辞	 	（東洋大学校友会長　神田雄一）
4，来賓紹介
5，議長選出	 桜庭昌吾理事を選出して議事に	
	 入りました。
6，議事
（1）1号議案　令和 4年度　西部支部会務報告
	 （常務理事　村野公平）
○4月、第1回役員会から2月の第6回役員会・
5 月、7 月、8、9 月の ZOOM研修会・2 月
の西部支部だよりの発行・3月の硬式野球部
井上監督、乾コーチを激励応援する会の開催・
他に〈学生支援活動〉
①硬式野球部・陸上競技部・ラグビー部への
激励米の差し入れ
②大学へ困窮学生への支援金寄付　等概要の
報告

※報告通り1号議案は異議無く了承されました。
（2）2号議案　令和 4年度　会計報告	 	
	 （常務理事　村野公平）
　　　　　　　令和 4年度　会計監査報告
※	報告通り 2号議案は異議無く了承されました。
（3）3号議案　令和5年度　西部支部事業計画（案）
	 （支部長　岡部奈緒美）
1）目的達成のため以下の事業を策定する。
①支部組織の充実と地域活動の活性化
②会員相互の交流と親睦
③広報活動の充実
④母校行事及び学生活動への支援と協力
⑤近隣支部との交流・連携
⑥甫水会との連携
2）定例の活動
①総会・校友の集い
	 7 月 1日 13：00 ～　白山キャンパス
②役員会
	 原則として偶数月の第 3日曜日に実施
3）交流と親睦、学生支援活動
①レディース部と西地区共催ツアーの実施、
赤羽台キャンパスの訪問ツアー
②学生の活動支援
4）本部の事業・母校の事業への参加と協力
①校友大会・ホームカミングデー等への参加
5）埼玉白山教育会との連携・協力
①教員を目指す学生支援
※提案通り3号議案は異議無く承認されました。

（4）4号議案　令和5年度　西部支部収支予算（案）
	 （常務理事　村野公平）
※提案通り4号議案は異議無く承認されました。
7，閉会の辞	 （副支部長　中村義次）

一般社団法人　東洋大学校友会
埼玉県東部支部・西部支部

創立20周年記念式典報告
日時 令和5年7月1日（土）午後2時15分より
会場 東洋大学白山キャンパス、スカイホールにて

※参加者数	 来賓 17名　会員 65名　計 82名

<	記 念 式 典 次 第	>
敬称略

第一部　開会行事       14：15 ～
	  司会進行	 埼玉県西部支部	 岡部　和雄
★　黙　祷					物故校友に捧げる
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埼 玉 県 西 部 支 部
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	 	東洋大学校友会埼玉県西部支部だより

創立 20 周年記念式典
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	 	東洋大学校友会埼玉県西部支部だより

流
選
手
の
プ
レ
イ
を
目
の
当
た
り
に
す
る

こ
と
が
で
き
、
感
動
し
ま
し
た
。

教
室
棟
で
は
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
の
設
備

が
あ
っ
た
り
、
ダ
ン
ス
や
ヨ
ガ
、
剣
道
、

柔
道
な
ど
多
目
的
に
使
え
る
体
育
施
設
が

充
実
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
に
入
る
と
、
マ
シ
ン
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
ど
こ
か
の
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
に
来

た
よ
う
で
驚
き
ま
し
た
。
そ
の
他
、
地
域

の
高
齢
者
を
呼
ん
で
、
体
力
測
定
な
ど
が

で
き
る
設
備
が
あ
っ
た
り
、
来
年
度
は
中

に
ク
リ
ニ
ッ
ク
も
で
き
る
よ
う
で
し
た
。

学
食
や
コ
ン
ビ
ニ
、
図
書
館
な
ど
、
地

域
の
人
た
ち
へ
の
開
放
も
あ
り
、
赤
羽
キ

ャ
ン
パ
ス
の
環
境
が
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

感
じ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
Ａ
Ｉ
ハ
ウ
ス
と

い
う
留
学
生
の
寄
宿
舎
も
あ
り
、
東
洋
の

国
際
化
も
感
じ
ま
し
た
。
私
た
ち
の
世
代

か
ら
す
る
と
、
夢
の
よ
う
な
キ
ャ
ン
パ
ス

で
す
が
、
こ
こ
で
学
ぶ
学
生
た
ち
の
活
躍

を
大
い
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
関

係
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
五
年
十
月
十
三
日
、
校
友
会
西
部

支
部
、
レ
デ
ィ
ー
ス
部
・
西
地
区
共
催
で
、

今
注
目
の
赤
羽
台
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
中
、

十
一
人
の
参
加
者
が
集
い
、
赤
羽
駅
か
ら

歩
き
、
途
中
、
坂
の
階
段
の
道
を
上
っ
て

大
学
へ
向
か
い
ま
し
た
。

赤
羽
台
は
、
三
つ
の
棟
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
て
、
健
康
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
、
福
祉

社
会
デ
ザ
イ
ン
学
部
、
情
報
連
携
学
部
の

キ
ャ
ン
パ
ス
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
私
は

当
時
、
社
会
福
祉
を
学
べ
る
大
学
が
少
な

か
っ
た
中
、
白
山
で
社
会
福
祉
学
を
専
攻

し
ま
し
た
が
、
社
会
福
祉
関
係
は
そ
の
後
、

朝
霞
、
そ
し
て
現
在
は
赤
羽
台
に
拠
点
を

移
し
、
地
域
と
連
携
し
、
専
門
職
を
目
指

し
て
発
展
し
て
い
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思

い
ま
し
た
。

今
回
の
見
学
で
は
、
健
康
ス
ポ
ー
ツ
科

学
部
の
学
部
長
、
齊
藤
教
授
が
自
ら
案
内

し
て
下
さ
り
、
特
に
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
の

様
々
な
教
室
を
見
て
回
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
ず
、
な
ん
と
い
っ
て
も
ア
リ
ー

ナ
で
す
。
千
七
百
席
の
観
客
席
を
持
ち
、

卓
球
や
バ
ス
ケ
な
ど
、
一
般
の
試
合
に
も

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
は
私
は
卓
球
の

フ
ァ
ン
で
、
こ
の
夏
、
全
農
カ
ッ
プ
が
こ

こ
で
行
わ
れ
た
際
、
早
速
試
合
を
見
に
行

き
、
こ
の
ア
リ
ー
ナ
の
環
境
の
良
さ
と
一

赤
羽
台
キ
ャ
ン
パ
ス
め
ぐ
り
ツ
ア
ー

白
　
石
　
優
　
子（
80
年
応
社
卒
）
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	 	東洋大学校友会埼玉県西部支部だより

【埼玉県西部支部地域に遺る学祖・井上円了の足跡】

埼玉県比企郡ときがわ町大野330-2

大野神社

東洋大学井上円了哲学センターのＨＰにも掲載され
ておりますので、どうぞご覧ください。

https://sites.google.com/toyo.jp/iecp-traces/traces22?authuser=0

◆
◆
硬
式
野
球
部
井
上
監
督

・乾
コ
ー
チ
激
励
会
を
開
催
◆
◆

高
　
野
　
正
　
史（
昭
62
年
卒・経
法
）

東
洋
大
学
校
友
会
、
埼
玉
西
部
支
部
で

は
8
月
22
日
に
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
の
料
亭
で
、

役
員
会
と
兼
ね
て
東
洋
大
学
硬
式
野
球
部

の
1
部
昇
格
を
祝
う
の
と
、
秋
季
リ
ー
グ

の
激
励
の
為
、
井
上
大
監
督
と
乾
真
大
コ

ー
チ
を
お
呼
び
し
て
懇
親
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

席
上
井
上
監
督
は

秋
季
リ
ー
グ
の
思
い

を
語
っ
て
い
た
だ
き

頼
も
し
い
お
話
し
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。ま

た
、
乾
コ
ー
チ

に
は
注
目
の
選
手
の

話
や
、
監
督
の
方
針

の
下
ど
の
よ
う
に
指

導
し
て
い
く
か
熱
く

語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

硬
式
野
球
部
も
ア
レ

に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て

い
る
姿
が
浮
か
ん
で
、

参
加
し
た
支
部
の
人
た

ち
か
ら
井
上
監
督
や
乾

コ
ー
チ
に
質
問
や
多
く

の
激
励
の
言
葉
が
か
け

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
秋

季
リ
ー
グ
が
楽
し
み
で

す
。

出
雲
、
全
日
本
と
期
待
さ
れ
た
成
績
に

届
か
ず
、
箱
根
駅
伝
も
戦
前
は
、
シ
ー
ド

圏
内
に
入
れ
ば
良
い
と
思
う
人
が
大
方
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

2
区
の
梅
崎
（
6
位
）
選
手
の
8
人
抜

き
に
よ
り
一
気
に
流
れ
が
変
わ
り
、
3
区

の
小
林
選
手
、
4
区
の
松
山
（
2
位
）
選

手
の
活
躍
で
往
路
4
位
と
躍
進
。
続
く
復

路
も
、
9
区
吉
田
（
2
位
）
選
手
、
10
区

岸
本
（
1
位
）
選
手
の
勢
い
は
止
ま
ら
ず
、

復
路
は
3
位
、
総
合
で
は
4
位
と
完
全
復

活
を
ア
ピ
ー
ル
。

今
大
会
で
実
績
を
遺
し
た
下
級
生
が
多

く
お
り
、
来
季
の
箱
根
駅
伝
が
今
か
ら
楽

し
み
で
す
。	

（
文
責　

中
村
）

箱
根
駅
伝

来
季
に
繋
が
る
襷
リ
レ
ー

2
区 

梅
崎
蓮
選
手 （
横
浜
に
て
）

4
区 

松
山
●
選
手
（
小
田
原
に
て
）
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昨
シ
ー
ズ
ン
ま
で
1
軍
で
未
勝
利
だ
っ

た
阪
神
の
村
上
選
手
が
、
セ
・
リ
ー
グ
で

初
め
て
Ｍ
Ｖ
Ｐ
と
新
人
王
の
ダ
ブ
ル
受
賞

し
ま
し
た
。

ダ
ブ
ル
受
賞
は
、
木
田
勇
選
手
（
日
本

ハ
ム
）、野
茂
英
雄
選
手
（
近
鉄
）
に
続
く
、

3
人
目
の
快
挙
で
す
。

1
年
目
は
、
2
軍
で
は
、
最
多
勝
、
最

優
秀
防
御
率
な
ど
「
9
冠
」
を
獲
得
し
、

2
年
目
も
2
軍
で
最
優
秀
防
御
率
な
ど
受

賞
し
ま
し
た
が
、
1
軍
で
の
登
板
の
機
会

は
な
く
、
1
軍
の
壁
は
厚
く
な
か
な
か
通

用
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
石
の
上
に
も
三
年
」
今
年
は
、
自
信

の
あ
っ
た
制
球
力
に
磨
き
が
か
か
り
、
中

継
ぎ
で
開
幕
1
軍
入
り
す
る
と
、
今
シ
ー

ズ
ン
初
先
発
と
な
っ
た
4
月
12
日
の
ジ
ャ

編

集  

後

記

顧
　
問	

坂
　
井
　
　
　
勝

支
部
長	

岡
　
部
　
奈
緒
美

副
支
部
長	

柴
　
田
　
正
　
男

（
兼
組
織
部
長
）

副
支
部
長	

横
　
山
　
　
　
清

（
兼
総
務
部
長
、兼
北
地
区
長
）

副
支
部
長	

中
　
村
　
義
　
次

（
兼
広
報
部
長
）

副
支
部
長	

桜
　
庭
　
昌
　
吾

常
任
理
事	

中
　
島
　
明
　
男

（
事
務
局
長
）

常
任
理
事	

村
　
野
　
公
　
平

（
会
計
担
当
）

理
　
　
事	

峯
　
岸
　
　
　
博

理
　
　
事	

長
　
澤
　
政
　
行

理
　
　
事	

五
十
嵐
　
康
　
行

理
　
　
事	

北
　
澤
　
　
　
清

理
　
　
事	

岩
　
村
　
英
　
明

理
　
　
事	

佐
久
間
　
義
　
次

理
　
　
事	

渡

辺

文

昭

理
　
　
事	

髙

野

正

史

監
　
　
事	

矢
　
部
　
　
　
操

監
　
　
事	

小
野
澤
　
康
　
弘

地
区
役
員	

岡
　
部
　
和
　
雄

（
西
地
区
長
）

地
区
役
員	

高

沢

佳

弘

（
東
地
区
長
、本
部
選
挙
管
理
委
員
）

本
部
代
議
員	

坂
　
井
　
　
　
勝

本
部
代
議
員	

五
十
嵐
　
康
　
行

本
部
代
議
員	

桜

庭

昌

吾

本
部
代
議
員	

長
　
澤
　
政
　
行

本
部
代
議
員	

柴

田

正

男

本
部
代
議
員	

中

村

義

次

本
部
代
議
員	

中
　
島
　
明
　
男

本
部
代
議
員	

佐
久
間
　
義
　
次

本
部
代
議
員	

岡
　
部
　
奈
緒
美

本
部
代
議
員	

横

山

　

清

本
部
代
議
員	

高

野

正

史

本
部
理
事	
岡
　
部
　
奈
緒
美

●
埼
玉
県
西
部
支
部
役
員

第
18
号
「
校
友
会
埼
玉
県
西
部
支
部
だ
よ
り
」

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
も
よ
う
や
く
収
束
を
迎
え
た
よ
う
な
今

日
こ
の
頃
の
で
す
が
、
去
る
7
月
1
日
（
土
）

東
洋
大
学
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
ス
カ
イ
ホ
ー
ル

に
て
、
令
和
5
年
度
埼
玉
県
西
部
支
部
総
会

開
催
後
、
校
友
会
埼
玉
県
支
部
が
東
西
に
分

割
し
、
20
年
の
良
き
節
目
を
迎
え
、
盛
大
に

記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
一
重
に
先

輩
方
の
お
骨
折
り
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。�

（
広
報
部　

中
村
）

活
躍
す
る
校
友
た
ち

Ｍ
Ｖ
Ｐ
・
新
人
王
に
輝
く
村
上
頌
樹
選
手
（
阪
神
）

イ
ア
ン
ツ
戦
で
、
7
回
ま
で
走
者
を
1
人

も
許
さ
な
い
完
全
投
球
。

一
躍
、
プ
ロ
野
球
フ
ァ
ン
に
名
を
轟
か

せ
、
大
輪
の
花
を
開
花
さ
せ
た
瞬
間
で
も

あ
り
ま
し
た
。

今
シ
ー
ズ
ン
は
、
21
試
合
に
先
発
し
、

10
勝
を
挙
げ
、
防
御
率
1.75
を
マ
ー
ク
し
、

ダ
ブ
ル
受
賞
に
繋
が
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

村
上
選
手
は
、
チ
ー
ム
の
18
年
ぶ
り
の
リ

ー
グ
優
勝
と
、
38
年
ぶ
り
の
日
本
1
に
貢

献
し
ま
し
た
。
本
人
も
早
く
も
来
季
に
む

け
て
「
自
分
の
居
場
所
を
し
っ
か
り
位
置

づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
す
。
来
季
も
村
上

選
手
の
活
躍
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

	

（
文
責　

中
村
）

令和６年度 支部総会のご案内
令和６年度埼玉県西部支部総会を下記
のとおりに開催致します。
多くの皆さまのご参加をお待ち申し上
げております。

日　時
令和６年７月６日（土）13：00 ～

会　場
東洋大学川越キャンパス ４号館 ４Ｆ会議室

校
友
会
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か

皆
様
も
ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す
が
、

令
和
6
年
に
板
倉
キ
ャ
ン
パ
ス
が
朝
霞

に
移
転
し
、
現
在
の
白
山
、
川
越
、
赤

羽
台
、
朝
霞
の
4
つ
が
首
都
圏
に
集
約

さ
れ
、
交
通
の
便
も
良
い
の
で
今
後

益
々
志
願
者
の
増
加
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

校
友
の
皆
様
も
埼
玉
県
西
部
支
部
に

入
会
し
、
一緒
に
ス
ポ
ー
ツ
の
応
援
や
支

部
の
事
業
に
ぜ
ひ
参
加
し
ま
せ
ん
か
.

役
員
一
同
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

《
訃
報
》

ご
生
前
の
ご
功
績
を
偲
び
謹
ん
で
哀
悼

の
意
を
表
し
ま
す

安
田 

實
氏
（
元
埼
玉
県
西
部
支
部
副
支

部
長
・
代
議
員
・
本
部
常
任
委
員
）

令
和
五
年
一
〇
月
一
三
日
逝
去 

八
五
歳

（
昭
三
六
年
卒
・
経
済
）

東洋大学在学中の村上投手
（川越キャンパスにて・2019 年）


